
富士見

まちづくりラボ

富士見で「こんなことやりたい」「こんなことが困ってる」を

みんなで考え実現する、まちづくりプロジェクトです。

私たちは富士見町の宝や資源を生かし、町民の課題解決につながる商品やサービスづくり
を民間団体、商工会（事業者）、行政、町民が一体となって行います。そして地域内で資
源と知恵を循環させ、子ども・若者を中心とした町民の学びと育ちを支援する場づくりを
進めます。

FUJIMI TOWN Sustainable Project



本冊子は、甲信地域休眠預金等活用コンソーシアムの支援を受けて実施した「富士見・八ヶ岳山麓地域の未来のまち

づくり・ラボ実現プロジェクト」の事後評価の一環として作成したものである。



目次

1 富士見まちづくりラボとは …p3

2 交流の場づくり

-1. 地域経済循環の学びの場 …p4

-2. 地球温暖化対策の学びの場 …p5

-3. 富士見高校の総合学習プロジェクト …p7

-3. 協働農園プロジェクト …p9

-3. 50年の森林ビジョン構想プロジェクト …p11

3 活躍の場づくり

-1. 味噌プロジェクト …p14

-2. やつリンク …p16

4 創造の場づくり

-1. カフェ＆スペースひこうせん …p18

-2. こども＆ユースフェス …p20

5 地域エコシステムづくりへ …p22



1 富士見まちづくりラボについて

富士見まちづくりラボとは
富士見まちづくりラボは、NPO法人こどもの未来をかんがえる会、富士見町商工会、合同会社きざしの有志に
より構成されるまちづくり団体である。休眠預金事業「甲信地域休眠預金等活用コンソーシアム　草の根活動支
援助成」を受けて、2021年度から2023年度にかけて、活動を展開してきた。

具体的には、新型コロナウイルス禍の中で地域の資源を活用して環境保全や地域経済や福祉の向上の同時実現
（SDGｓの達成）を目指して、交流の場、活躍の場、創造の場づくりを行ってきた。

交流の場
学びの郷

SDGs・地域経済循環のまちづくり
ワークショップ、若者の学びの場づ
くりなど 作りリビングラボ

活躍の場
実践・協働

プロジェクト

地域経済循環を促す

プロジェクト・

仕組みづくり

創造の場
未来を担う


子ども・若者支援

子ども・若者の居場所と

創造の場づくり

３年間の活動の成果
こどもの未来をかんがえる会、富士見町商工会、合同会社きざしの３団体が有するネットワークや経験等を生か
して、幅広い住民、事業者の参画を得て、地域の再生可能資源に着目した地域内経済循環やこども・若者支援の
取組を生み出す地域エコシステムを育むことができた。次頁以降でプロジェクト毎に活動概要を紹介する。

富士見・八ヶ岳山麓における

地域循環共生圏構築へ

NPO法人

こどもの未来をかんがえる会

人づくり

農

食

森

エネ

ルギー

合同会社

きざし

⁨⁩ま
ち
づ
く
り
ラ
ボ

立
ち
上
げ

再生可能資源に着目した

地域経済循環の地域エコシステム

3



1.　地域内経済循環の学びの場
地域の人・もの・ことをつなげ、循環させ、地域を元気にする 
Our purpose

取組の概要・趣旨
地域内経済循環の学びの場づくりを通じて、プロジェクトを生み出す”リビングラボ”に発展させる契機とする。

取り組み詳細
地域内経済循環を促すため、町内の飲食店等や商工会などでまちづくり勉強会、住民向けの地域通貨の体験ワー
クショップ、富士見町商工会で地域通貨の勉強会（諏訪信用金庫との共催）などを開催し、地域内の経済循環が
必要性についての理解促進を図った。

取組成果・地域の変化
住民向けの地域通貨の体験ワークショップや、地域通貨の勉強会を開催した。新聞等に掲載されたこともあり、
役場職員、町議会議員、新聞社記者、小学生もワークショップに参加するなど、大きな関心が寄せられた。


商工会では高校魅力化に向けた勉強会の開催や、富士見OKKOH祭、縄文フードイベントにおいて富士見高校の
学生との連携が始まった。また、商工会、飲食店、農家、富士見高校の学生、住民など複数事業者による「食の
マッチングミーティング」を開催し交流を深めるとともに、地産地消の食の開発に貢献した。

今後に向けて

住民、商工会、役場、高校などステークホルダーの関わりを強化し、地域内地域循環のさらなる活性化を
図っていく。

2 交流の場づくり
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2.　地球温暖化対策の学びの場
市民参加型の研究によりゼロカーボンのまちづくりへ

Our purpose

市民参加型の研究の趣旨
地球温暖化が深刻化し、2050年までのゼロカーボンが求められる中、八ヶ岳西南麓では太陽光発電が急速に普
及した。一方で地域外資本による無秩序な開発により、地域資源の“略奪”ともいえる状況となり、太陽光発電が
「厄介なもの」になってきた。その背景を「富士見まちづくりラボ」のメンバーで調査し、オープン・データと
実地踏査から見えてくるものを、2021年から2年間かけ信州大学大学院（内川准教授）と共同で、『市民参加
型の研究』としてメンバーでワークショップを重ね分析した。

富士見町の太陽光発電の現状の「背景」と「構造」について明らかにするため

1 長野県富士見町を対象に、集落形成の歴史的経緯をたどりながら、その所有する財産区の山林地、開
発公社土地など一団の土地が残されていた背景とメガソーラー発電所への転換との関係性

2 町の電推進施策と施設急増・土地条件と合わせた関係性
3 20kW以上の施設の量（データー分析）と空間的位置（マップ化）及び管理状況等を実地踏査により

見える化、住民の懸案事項の整理
4 現在富士見町で導入されている太陽光発電による地域経済効果

の分析を行い、現状及び将来への対応に関して、短期および中長期視点から農村計画学的に考察した。

2MW- 1-2MW 500-1,000KW 50-500KW 20-49.5KW売電収入の行き先

20億円/
年

売電収入20億円の94％が町外に流出

富士見町は再エネ供給源であるが、環境負荷に見合った利益を得ていない
富士見町に落ちるのは1.2億円のみで、ほとんどは富士見メガソーラーの0.9億円

✓
✓
✓

20kw以上、2022年12月31日現在

東京都

県外

県内

51.0％

32.3％

7.4％

富士見町
5.9％

不明
3.4％

0.7
1.2 1.5

6.7

10.5

不

明

富

士

見

町

県

内
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外
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都
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市民研究の意義と方法について
一般市民にとって行政公表データを閲覧しただけで十分な情報が得られるとは限らない。国のFIT認定の情報を
元に踏査情報を含めて加工、分析することで太陽光発電の実態を市民にも分かり易く、有用な「情報」として提
供することができた。

富士見まちづくりラボで作成した太陽光発電マップ　（QRコードから確認可能）

地球温暖化対策の学びの場づくりの活動実績
市民研究の成果を以下の形で2023年に広く発信するとともに、持続可能なゼロカーボンの具体的な取組の検討
につなげた。

第１回　　2023年2月26日　　　　ゼロカーボンの社会にむけた総論 
第２回　　2023年3月21日　　　　現地訪問・地域経済分析 
第３回　　2023年6月26日　　　　太陽光発電地域マップ分析結果 
第４回　　2023年12月21日　　　 諏訪地域エネルギー事業化に関する研究会との共催によるPPA勉強会

今後に向けて

市民研究で分かった実態をもとに、地域のエネルギーが地場産業として適切に建設され、地域内外に供給
され、地消される計画が必要だ。屋根ソーラー、蓄電池、EVなどエネルギー自立化と同時に、断熱化等に
より必要以上にエネルギーを使わない暮らしや産業部門でも一層の省エネルギー化が必要だ。

再生可能エネルギー事業を通じて地域環境を保全しながら、地域経済を活性化する方策

地域新電力

電気の

小売り

FIT/卒FIT

町民出資

地域事業者による

再生可能エネルギー設備の導入

地域事業者による

管理・保守

メンテナンス

売電

地域の資金

金融機関
災害発生リスクがなく森林
等自然環境、生活環境、歴
史文化的環境に十分配慮し
た場所

断熱化により必要とする

エネルギーを削減

屋根 野立て

自家消費
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3．富士見高校の総合学習プロジェクト

若者の実践的な学びを通じた農と食の経済循環の環を作る

Our purpose

取組の概要・趣旨
富士見高校普通科1,2年の探究的学習のプログラムづくりを行い、農村の地域資源を生かしたまちづくりのため
の実践的な学びを行った。

取組詳細

2022年度
1年生

富士見町の農村、農業·里山の課題を学ぶ
・富士見町の農業政策を学ぶ

・富士見町の農家訪問

・竹林整備＆竹あかりイベント

１年生が農家へ訪問。農業の課題や魅力を学ぶとともに、竹林整
備を行い、竹あかりづくりを行った。井戸尻遺跡で竹あかりを点
灯し、全国規模の竹あかりイベントに参加。

2023年度
1・2年生

富士見町の農村、農業·里山の課題を学ぶ
・富士見町の農業政策を学ぶ




・富士見町の農家訪問

　   1、２年生で農家訪問。

　　規格外の野菜等を活用した食のメニューを考案し、

　　食のマッチングイベントで、飲食店や農家さんに対して

　　食のメニューを提案。

・食のマッチングイベント

高校生が食べたい食のメニューを提案。


     高校生が提案した地域産いちごジャムをトッピングしたソフトを

     道の駅「信州蔦木宿」のイベントで販売。

　  農家訪問の成果をふまえて、

・竹林整備・竹あかりづくり

     放置竹林の竹を伐採し、その竹を利用して竹あかりを作成。

     ２年生が１年生に教える、縦割りの学びを実施。

     文化祭や縄文ハロウィンで発信
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取組成果・地域の変化
２年間継続することで、竹林整備を契機に竹の有効活用方策として「日月」を制作し保育園の子供たちと遊ぶな
ど、高校生が放置竹林の問題を自分毎化し解決の取組を考え、実践するといった成長につながった。

総合学習の学びを通じて、

地域の課題に関心を持つようになりましたか？

1年生 2年生

(1人)4.2％
変わらない

(3人)
とても関心を持った
12.5％

(10人)41.7％
かなり関心を持った

(8人)33.3％
関心を持った

(2人)8.3％
少し関心を持った

(0人)0％
変わらない

(7人)
とても関心を持った
26.9％

(14人)53.8％
かなり関心を持った

(4人)15.4％
関心を持った

(1人)3.8％
少し関心を持った

農業や農村地域を活性化するために重要なことは？

高校生へのアンケート結果　（2023年度1-2年生）

各団体の関わり

合同会社きざし
これまで富士見高校とメニュー開発を
してきた関係性を生かし、総合学習の
プログラム作りを委託される。2022
年度全体事業のコーディネート、食の
マッチングに飲食店として積極的に貢
献。

こどもの未来を考える会
2023年度に全体コーディネートを担
当。

食のマッチングイベントにカフェ・こ
ども食堂の立場で参加。

富士見町商工会
竹林整備の現場支援・竹加工のワーク
ショップ支援・竹を用いた富士見駅前
の飾りつけで関わる。

食のマッチングイベントの飲食店への
呼びかけを行う。

今後に向けて

富士見まちづくりラボが、高校と地域の関係者をつなげることで、高校生の実践的な学びをサポートして
いく予定。高校生が地域社会のつなぎ手となって富士見が更に活性化することを期待。



4．　協働農園プロジェクト

”プチ農業を普及”し農地の遊休化を防ぐ

Our purpose

取組の概要・趣旨
遊休荒廃地が増加する中、新たな農業のあり方を模索するため、有機農家の指導のもと町中居住者や移住者が農
作業を担う有機農業の協働農園の仕組みを実証し、新たな農業の担い手と農業の持続可能なビジネスモデルを構
築する。

取組詳細
町内では、山間部の獣害の受けやすい農地や小農地などの耕作放棄地が増加して問題となっている。そんな遊休
農地の解消と、農業を始めたい住民や移住者などをつなげ、町の活性化を図った。

具体的には、参加者が割り当てられた畑に自由に野菜を作る区画農園タイプと、農家と参加者が一緒に栽培体験
する協働型の農園タイプから選択する。参加者は農家の指導を受けながら野菜を育て収穫を行った。

同時に農的な暮らしを多くの方たちに体験してもらうため、2022年度は「採蜜ワークショップ」「畑でヨガ」
「水利を学ぶワークショップ」、2023年度はそれに加え「漬物講習」「草刈講習」「保育園の給食の玉ねぎ収
穫」など様々なワークショップも行った。
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取組成果・地域の変化
2022年度は２農園で計17組の参加だったが、2023年度は４農園で計23組の参加と、農家も参加者も増加し
ている。新聞等に掲載されたおかげもあり、町内地元住民のみならず、町外からも協働農園に関心を寄せられ、
団体の見学者も訪れた。

2023年度参加者アンケート

 この度は企画＆運営ありがとうございました。初めての畑づくりでしたが、まずやってみることで学べたことが
沢山ありました。いつもアットホームに迎えてくださる農家さんに感謝です。

 農業初心者に感心を持って貰う事は凄く大切な取り組みかと思います。　しかしながら、理想と現実の厳しさを
教えてあげる事が必要かと思いました。（理論的に優しく。）　例えばですが、植え込み、収穫は楽しいが、途
中の草取り草刈り、追肥、中耕等の年間管理な事を、農業初心者さん達に指導、体験して貰う事が今後の発展に
繋がるかと思います。

アンケートのコメントより

57.1％
42.9％

プロジェクトに参加してみての

満足度について教えてください。

参加後、あなたの考えやライフスタイルに

与えた変化はありますか？ 14件の回答

14件の回答

大変満足

まぁまぁ満足

あまり満足していない

全く満足していない。不満だ

生活の中に、自ら食べるものを育てることを

取り入れていきたい

地域の農業や農地を守ることの重要性を感じた

有機・無農薬または自然農法で

畑づくりをすることの魅力を感じた

自ら食べるものを育てる

農的ライフスタイルの良さを発信したい

農業の大変さを感じた

今後に向けて

✓
✓
ホストとなる農園を増やし、参加者との交流を通して農村集落のさらなる活性化を図りたい。

新たな農業の担い手の育成にもつなげたい。
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5．50年の森林ビジョン構想プロジェクト
取組の概要・趣旨
森林環境を取り巻く情勢は極めて厳しく、持続可能な森林づくりを進めるためには、森林の将来像を示し、総合
的・計画的に施策を展開していく必要がある。水資源や土壌、生物多様性の保全、レクリエーション空間の提
供、地球温暖化の防止など、多面にわたる機能を発揮す森林資源を循環的に利用し、かつ適切な育成や保存をす
るために、町、町民・NPO・ボランティア、教育機関、観光事業者・その他企業、林産物活用事業者、森林組
合・林業事業者、森林所有者等のあらゆる人が、それぞれの立場から連携することを目指し、町民主体のワーク
グループを立ち上げ、連携の基盤づくりやビジョン策定に向けた機運づくりを行う。

富士見町の宝である森・富士見町においてどのような森づくりをしていくか
Theme

森の活用による地域経済循環

・森林の生産力と林業経営の向上

・適地適木を評価した森林づくり

・森林資源のカスケード・循環利用
・林業・木材・建築・木工産業の振興
・市民の森へのふれあい（教育・観光）

共有財産としての森づくり

・生物多様性を高める自然環境保全の森
・産地保全（土砂災害の防止）
・水源涵養・水資源保全の機能の向上
・森林生態系の健全性と活力

企業 林業

事業体

森林

所有者

建設

事業者

木工

事業者

観光

事業者 自然教育 農家 行政 エネルギー


事業者 市民

富士見町における50年の森のビジョンの構成要素案

持続可能な森づくりの

ゾーニング

A・B材の

地域内での利用

C・D材のチップ化＆

安定した供給の仕組み

針広混交林による

林業・環境・市民の森

両立した森林管理

バイオマスエネルギー利用
＆市民の森

としての利用

モデルエリア
温泉施設での第三者施設型

11



取組詳細
2022年12月から2023年3月にかけて、町内の林業事業者、林産物活用事業者など20社ほどにそれぞれヒアリ
ングを重ね、どのような視点で森林づくりに向き合っているかを聞き取り調査をした。

事業者によって考え方も異なり、横のつながりを持つきっかけもなかったことから、森林ビジョン策定に向けた
勉強会を、これまでに計6回開催した。  

・第1回 　2023年3月28日      森林ビジョン構想検討、意見交換会

・第2回 　2023年5月13日      小林木材製材所ツアー

・第3回 　2023年7月31日      バイオマスエネルギー勉強会（講師：㈱東急リゾーツ＆スティ　徳田圭太氏）

・第4回 　2023年9月21日      スイス・伊那市の市民の森勉強会、街中の里山プロジェクト提案

・第5回 　2023年10月19日    森の整備のビジョンに係る勉強会＋町内企業の活動紹介　

                                              （講師：㈱古川地域の総合研究所代表　古川大輔氏）

・第6回 　2024年1月11日      東急蓼科リゾートバイオマスエネルギー見学会

12



取組成果・地域の変化
第1回の森林ビジョン構想検討、意見交換会には40名ほどの参加者が集まり、また6回の勉強会を通じ、森に関

する事業者、市民の連携の基盤づくりをすることができた。


第5回の勉強会後には「街中の里山利用方策についての提案」をとりまとめ、役場へ提案。

今後に向けて

共感を持ってくれる町民を増やし、森林資源の利用と保全に向けた推進協議会の発足を目指し、議論を深

めたい。

13



３ 活躍の場づくり

1.　味噌プロジェクト

食から始まる地域経済循環のエコシステムづくりへ
Our purpose

取組の概要・趣旨
富士見町での地産地消の課題を明らかにするため、関係者にヒアリングを実施。そこで把握した課題解決のため
のプロジェクトを立ち上げ食を通じた地域経済循環の環を作る。

テンホー

はなまる屋 味の会

ピラティス

スタジオ


Do

地

域

外

地

域

内

味噌の魅力的な

メニュー開発

ECサイト販売
非加熱味噌の

魅力発見

地

域

内

物

流

の

仕

組

み

づ

く

り

実

験

食

品

ロ

ス

の

削

減

お年寄り支援

こども支援

宅配による買い物弱者支援

売上の一部を寄付

取組詳細
富士見町の農村女性を中心に構成される「富士見町味の会」では、減農薬で栽培した大豆で手作りの味噌を作
り、販売。2021年秋、新型コロナウイルス感染症の影響で、２トンの味噌が売れ残る可能性。

富士見まちづくりラボメンバーで知恵を絞り

 「はなまる屋」に声をかけて、味噌の宅配を実践。 
⇒買い物に行きづらいお年寄り支援、売上の一部を子ども支援に寄

 　テンホーと連携して「旨辛味噌タンメン」のメニュー

 　ピラティススタジオと連携してECサイト「つくつく」での販売

に取り組んだところ、あっという間に完売することができた。

14



取組成果・地域の変化
生産者に加え、地域の多様な関係者が手を組んで販売支援をすることで、富士見の特産品の魅力を地域内外の人
たちに発信でき、ECサイトでの販売を通じ、味の会の「非加熱」の味噌の価値を再発見できた。

本プロジェクトでの「はなまる屋」との連携が契機となり、富士見町商工会とはなまる屋との連携により「しら
かば宅配」事業、商工会での飲食店図鑑での飲食店支援、合同会社きざしでは「つくつく」に富士見の特産品を
販売する「八ヶ岳ステーション」の出店へ。 
同種の地域の事業者間連携をうながすツールとして、「やつリンク」の開発につながる。

地域内経済循環を生み出した地域エコシステム
富士見まちづくりラボによる連携体制により

味噌プロジェクトに始まった地域経済循環の環が、次々に新たなプロジェクトを生み出し、地域外ともつながる

ことで、これまでにない挑戦へと発展

味噌

プロジェクト

ECサイト
の活用

地域通貨の

活用検討へ

しらかば

宅配

やつリンクの

立ち上げ

町内

飲食店図鑑

町内・八ヶ岳

山麓発信

地域外

町内産品の販売（宅配）
サービスの利用(富士見町訪問)

付加価値をつけて販売

その利益を町内販売に還元

交流人口の増大

移住・Uターンへ

地域外

魅力発信
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２．やつリンク

地域内経済循環を促す地域発のアプリの立ち上げ
Our purpose

取組の概要・趣旨
富士見町・諏訪、八ヶ岳山麓のひと・もの・ことをつなげ、SDGｓのまちづくりを進めるツールとして、ウェブア
プリ「やつリンク」( https://yatsulink.org )を立ち上げた。

取り組み詳細
「やつリンク」では、お店、事業者、まちづくり団体等がスマホで気軽に活動やイベント情報を登録・発信。
SDGｓに関する取組も発信できる。その情報をやつリンクLINE公式アカウントにより多くの方にタイムリーに
発信できる。

ノーコードを活用して手作りでアプリ開発を行い、富士見町商工会等の協力を得て、幅広い地域の事業者等に働
きかけ、店舗登録を進めた。

公式ラインにより、新規登録店舗やイベント情報を幅広く発信することで、店舗やイベントの集客に大きく貢
献。立ち上げから１年半の期間で、登録店舗184店舗/公式ライン友達数 1237人（2024年3月末）となり地域
情報発信アプリとして定着。

16



取組成果・地域の変化
定期的にイベント掲載が各団体から行われるようになり、地域の団体と市民とをつなげる情報発信サイトとして
定着。

やつリンクの活動の成果として、例えば、Ａ社は人手不足の中、やつリンクを通じて人材募集を行い、円滑に業
務を遂行できた、Ｂ社は大量に生じた規格外の商品をやつリンクを通じて必要な方に無償配布でき、商品の有効
活用と廃棄物処理コストを削減　という形で地域の課題解決につながった。

　アプリ開発の経験を生かして、アプリ教室を開催し、ＩＴを生かしたまちづくり活動を進めている。



詳細は　https://yatsulink.com/　をチェック！
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４ 創造の場づくり

1．　カフェ＆スペースひこうせん

多世代の居場所づくり＆こどもが真ん中のまちづくり
Our purpose

取組の概要・趣旨
こどもの未来をかんがえる会は、こどもたちの自己肯定感を高め、多様な学びと成長を促す多世代の居場所づく
りを実践。

カフェ＆スペースひこうせんでの居場所活動を通じた環境・福祉の実現

高齢者・大人 こども・若者

おごっそカフェ ひこうせん食堂 はなうた 子供の居場所 
ひこうせん

共通の目標「子供支援」

フードフェス ユースセンター

支え手・受け手から支えあう関係性へ

地域住民

諏訪圏こども

プラットフォーム トップリバー カゴメ こどもの未来を


かんがえる会
更生保護

女性会 栄養士会 社会福祉


協議会

食・ものなど
の


地域資源の循
環

取組詳細
信濃境駅前のカフェ＆スペースひこうせんで、昼間はシェアカフェとしてカフェ営業、午後は、放課後の居場所
「ひこうせん」「アトリエはなうた」「ひこうせん食堂」を開催
 「ひこうせん」ではスタッフが温かく見守る中で子どもたちが自分らしく過ごし、自己肯定感を高めること

ができる居場所づくりを目指す
 「アトリエはなうた」では、①主体的につくる力　②こころの声を聴く力　③ありのままに楽しく生きる力

を育むアートセラピー活動を実践
 「ひこうせん食堂」では、地域から寄付された食材を用いて“ばばーず”が心のこもった手づくり料理を地域

の親子に100食提供。

カフェ＆スペース

ひこうせん

ふじみ

ユースセンター準備室

instagramで発信中！
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取組成果・地域の変化
・アトリエDEF、サムディ等と連携して竹プランターづくり


・自然学校やっほーと連携した野外での創造的な学び


・富士見高原リゾートでのユニバーサルツーリズムの学び


・清泉荘で地域の高齢者とともにボッチャイベント


など、地域団体と連携し、地域課題解決にもつながる学びも実践。

こども達は、ひこうせんという地域の空間で、多様な大人たちと交流することで、自発的にひこうせん食堂を手

伝うなど社会参加にもつながっている。ひこうせんに来てくれていたこどもたちの提案で、こどもお菓子レスト

ランの開催も実現。


ひこうせんの居場所活動は、こどもから大人、高齢者など多世代の居場所に発展し、2024年4月からは認知症

の方とその家族の方の居場所「おごっそカフェ」を開始。



また、富士見町においては中高生等が気軽に立ち寄ることのできる居場所がない状況にある。そこで富士見駅前

の「福寿屋」の奥のマルイチ食品センターの跡地に10代の秘密基地「ユースセンター」を立ち上げる。


ユースセンターは、若者が自分らしく過ごすことのできる居場所であり、さらに地域の多様な大人と出会い、地

域活動に関わっていく契機とすることを目指している。

こどもの未来を

かんがえる会

アトリエ

DEF

清泉荘

自然学校

やっほー

高森文庫

信濃境

公民館

富士見高原

リゾート

地域の皆様のご協力・連携で多様な学び体験を実現 子どもたちにとって「ひこうせん」

はどんな場所？

「ひこうせん」に来たことによる

子どもたちの変化

夏休みイベントとして

ユニバーサルツーリズム体験

放置竹林を整備した竹で

プランターづくり

高森文庫で

アート体験

自然材料で

ランチメニューづくり

高齢者の方と一緒

にボッチャ体験

友達が増えた

宿題をするのが嫌でなくなった

学校と家以外の楽しむことの

できる場所ができた

いろんな友達と遊ぶことが

できるうようになった

放課後が寂しくなくなった

ひこうせんに来る子どもたちアンケート結果より



2．　サマー　こども＆ユースフェス

１０団体協働での富士見全体の幅広いこどもたちの居場所づくり
Our purpose

取組の概要・趣旨
こどもの未来をかんがえる会では、地域の他団体と連携して、カフェ＆スペースひこうせん以外の場所で、幅広
い子どもたち支援の取組を進めている。

”こども支援”という目標のもと10団体がつながり、

コレクティブ・インパクトを発揮して地域の福祉と食の循環を実現

こどもの未来
を考える会 富士見町


栄養士会

富士見高原

リゾート

富士見高校

養蜂部

富士見町

更生保護女性会

富士見高校普通科
3年総合学習

Misora

かごめ野菜生活
ファーム

八ヶ岳みらい菜園

茅野

警察署

護身術の

ワークショップ

トマト提供

トップリバー

レタス提供

UVレジン

ワークショップ

ミツロウクリームづくり

ワークショップ

タコライス・ゼリー作り

全体企画・調整

ユニバーサルツーリズム

の乗物ワークショップ

プラスチックキャップを

利用したアクセサリー

お米

レタス

トマト

ブルーベリー

寒天

ルバーブ

こども支援

20



取組詳細
富士見町更生保護女性会、富士見町栄養士会と協働で2023年7月22日に「サマーこども＆ユースフェス」をゆ

めひろば富士見で開催した。給食がなくなる夏休み前に親子で健康的な食について考えてもらうため、栄養士会

提案の高野豆腐を使った手作りのタコライス及び寒天ゼリーを高校生以下は無料、大人300円以上でふるまっ

た。「カゴメ野菜生活ファーム」からトマト、「有限会社トップリバー」からレタスの寄付、地域の方からブ

ルーベリーの提供を受け、地域の新鮮な材料を使った食を提供できた。


また、夏休みを安全に楽しく過ごすための多様なワークショップを開催した。



当日は、180名を超える参加者、約40名の主催者側の参加があり、約220食のタコライスを提供できた。


地域の「食」がつなぎ手となって、「子供支援する」共通の目的のもと、10団体団体協働により相乗効果を発

揮して楽しいイベントを開催することができた。

取組成果・地域の変化
このイベントを契機に、こどもの未来をかんがえる会への企業等から無償の食材の提供が増えたことから、富士

見町社会福祉協議会の冷凍・冷蔵庫を借りて食材を保存し、町内のこども支援団体等提供する無償の食流通の仕

組みづくりにつながった
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5 地域エコシステムづくりへ

富士見まちづくりラボが生み出した地域エコシステム
こどもの未来をかんがえる会、合同会社きざし、富士見町商工会の３つの団体が連携し、プロジェクト毎に様々
な住民や事業者の方々にメンバーとして参加、協力のもと活動を展開することができた。

持続可能な地域づくりに向けて、こども・若者支援、地域資源を生かした地域内経済循環という共通の目標のも
と、セクターを超えた協働と住民の参加により、様々なプロジェクトを生み出す、地域エコシステムにつながっ
た。



この成果を生かして、今後とも持続可能な未来づくりのために活動を発展させていく予定。

森のビジョン

森

地球温暖化対策

エネルギー

協働農園

農・食

富士見高校 
総合学習

高校生

ひこうせん

小学生

やつリンク
共通の情報共有・発信プラットフォーム

地域内経済循環 こども・若者支援
共通の目標 共通の目標

お互いの

学び合い・支えあい

地域資源の発掘・創出

大人

地域資源の利用

こども・若者

製造業

建設業

エネルギー

観光事業者

合同会社

きざし

こどもの未来を

考える会

富士見町

商工会

高校
農家

・


農業法人

・


建設事業者
富士見町 社会福祉協議会


女性団体

森に関わる

事業者

・
住民

本冊子は、富士見まちづくりラボ/こどもの未来をかんがえる会の活動のポイントをとりまとめた。

これらの活動の詳細については https://hikosen.jp を参照。
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